
と
も
か
く
、
こ
の
南
宋
版
は
残
欠
本
と
い
え
ど
も
『
和
剤
局
方
」

を
扱
う
際
に
は
必
見
の
文
献
で
あ
り
、
広
く
認
識
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
る
。

元
胤
が
本
書
に
「
先
君
子
収
儲
医
経
経
方
之
書
必
貴
真
本
者
豈
類

蔵
古
玩
家
僅
得
柴
窯
残
器
奉
為
至
宝
耶
今
若
遊
本
又
非
徒
宋
雛
可
以

珍
重
也
」
と
肱
し
た
の
は
い
か
に
も
至
言
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

も
の
も
見
う
け
る
が
こ
れ
は
誤
り
で
、
こ
の
南
宋
版
の
時
点
で
も
未

収
載
で
あ
る
。
通
行
本
中
に
は
続
添
の
区
別
を
示
さ
な
い
粗
悪
な
も

の
も
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
な
お
、
欠
失
部
に
つ
い
て
は
幕
末

の
蟇
本
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
知
る
す
べ
は
な
い
。

『
医
心
方
』
安
政
本
巻
第
州
の
札
記
の
末
尾
に
は
次
の
識
語
が
あ

る
。
〃
延
慶
本
此
末
有
康
頼
永
観
二
年
十
一
月
廿
八
日
撰
此
書
進

公
家
長
徳
元
年
四
月
十
九
日
逝
去
歳
八
十
四
延
慶
二
年
酉
十
一
月
十

三
日
写
之
畢
四
十
八
字
″

森
立
之
の
『
医
心
方
提
要
』
お
よ
び
多
紀
元
佶
の
『
医
心
方
掌

記
』
に
よ
れ
ば
、
安
政
の
初
頭
、
半
井
家
に
は
二
種
の
『
医
心
方
』

写
本
が
蔵
有
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
正
親
町
帝
よ
り
下
賜
さ
れ
た
康

頼
原
撰
本
で
あ
り
（
た
だ
し
愚
見
で
は
康
頼
原
撰
本
で
は
な
く
て
天
養
二

年
に
宇
治
本
を
移
点
し
た
新
抄
本
と
考
え
る
）
。
全
巻
が
巻
子
本
で
、
こ

の
半
井
本
舟
巻
が
幕
府
医
学
館
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
安
政
元
年
十

月
十
三
日
で
あ
る
。
他
は
延
慶
二
年
十
一
月
十
三
日
に
写
し
畢
っ
た

抄
本
で
あ
り
、
冊
子
本
で
半
井
別
本
ま
た
は
延
慶
本
と
称
さ
れ
、
こ

れ
が
医
学
館
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
安
政
二
年
三
月
十
一
日
で
あ
っ

た
。

『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅲ
）

杉
立
義
一
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そ
の
際
の
延
慶
本
の
新
古
の
状
態
を
み
る
に
、
古
抄
本
は
蜥
蝶
粧

で
十
六
冊
あ
り
、
後
代
の
補
写
本
は
大
和
と
じ
で
十
七
冊
、
計
州
巻

冊
三
冊
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
延
慶
本
に
は
オ
コ
ト
点
は
全

く
な
く
、
秀
訓
・
レ
点
・
朱
筆
と
も
に
半
井
本
と
異
な
っ
て
い
る
。

巻
第
州
の
巻
末
に
は
前
記
の
識
語
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
『
医
心

方
』
を
撰
進
し
た
時
日
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
確
認
で
き

な
か
っ
た
丹
波
康
頼
の
出
生
・
死
亡
の
年
月
日
が
わ
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
康
頼
は
延
喜
十
二
年
に
生
れ
長
徳
元
年
に
死
亡
し
た
。

医
学
館
で
は
半
井
本
の
影
写
に
当
り
、
当
時
存
在
し
て
い
た
各
種

の
『
医
心
方
」
伝
承
本
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
異
同
を
勘
案
し
て
安

政
本
の
札
記
と
し
て
、
各
巻
末
に
記
し
た
が
、
延
慶
本
州
巻
の
う
ち

古
抄
本
の
み
を
校
勘
に
用
い
た
。
全
巻
の
札
記
を
通
じ
て
延
慶
本
の

校
勘
回
数
は
二
○
回
を
数
え
る
。

安
政
二
年
三
月
十
一
日
よ
り
廿
一
日
迄
の
間
に
延
慶
本
は
校
正
を

終
っ
て
半
井
家
に
返
還
さ
れ
た
。
し
か
る
に
安
政
二
年
十
月
二
日

夜
、
江
戸
大
地
震
の
際
、
小
川
街
（
小
川
町
表
猿
楽
町
）
に
あ
っ
た
半

井
邸
が
災
上
し
、
延
慶
本
も
烏
有
に
き
し
た
。
実
に
借
ん
で
余
り
あ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
『
医
心
方
掌
記
』
に

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
（

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

右
、
別
本
医
心
方
、
乙
卯
十
月
二
日
夜
、
震
災
之
為
メ
、
半
井
家

自
火
二
て
全
ク
属
烏
有
、
実
二
可
惜
之
至
也
、
蓋
大
義
ヲ
知
ラ
ス
妄

二
秘
惜
ス
ル
罪
ヲ
天
ノ
怒
レ
ル
’
一
モ
ャ
、
原
巻
〈
館
一
一
留
置
也
、
故

二
震
災
ヲ
免
レ
、
永
ク
千
万
歳
ノ
後
二
伝
ル
事
ヲ
得
ル
モ
嚢
祖
ノ
遺

霊
有
護
而
使
然
、
不
出
干
寛
政
、
而
出
干
安
政
年
間
者
、
蓋
有
数
而

出
、
似
天
使
之
保
護
者
焉
、
安
政
四
丁
己
年
正
月
三
日
記
、
唯
僅
存

讐
異
同
者
、
於
今
也
実
為
難
得
之
秘
冊
耳
。

現
在
、
延
慶
本
医
心
方
の
抄
本
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
零
本

は
、
京
都
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
富
士
川
文
庫
内
の
巻
第
八
の
み
で

あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
巻
第
八
の
巻
首
の
九
葉
（
う
ち
一
葉
は
欠
）
の

象
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
、
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
巻
第

十
五
、
第
十
六
の
二
巻
も
愚
見
で
は
延
慶
本
を
筆
写
し
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

（
京
都
市
）
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